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ワシントンＤ.Ｃ.を再訪 有力議員らと精力的に会談

～アジア太平洋地域の安全保障環境の変化を訴える～

河井克行衆議院外務委員長は通常国会が閉会した６月２６日に日
本を発ち、大型連休に訪問したばかりの首都ワシントンを再び訪れ、
上院外交委員会、下院外交委員会、下院軍事委員会の有力議員らと、
中国の拡張主義的動きについての正確な事実関係と日本の真摯な取
り組みなどにつき、意見交換を行いました。

河井克行外務委員長の働きかけは、既にさまざまな形で実を結ん
でいます。７月２４日、マキオン下院軍事委員長は委員会公聴会に
おいて、河井克行外務委員長と行った意見交換を紹介。

上院本会議は７月２９日に、海洋安全保障に関する決議を全会一
致で採択。この決議は、海洋における力による現状変更を非難する
とともに、日米安保条約に対する米国の力強い約束を米上院として
表明するものですが、河井克行外務委員長が東京とワシントンで繰
り返し会談した上院外交委員会カーディン東アジア太平洋小委員長
らが共同提案を行いました。

マキオン・下院軍事委員長からは、レーガン大統領図書館
が主催する国防問題フォーラムへの招待を受けました



シャボット・下院外交委アジア太平洋小委員長

若手の有望株・ギャルバード下院議員

ホルドレン大統領補佐官
（科学担当）、ケプキ・国
家安全保障会議（ＮＳＣ）
日本部長、パリグ国家安
全保障会議宇宙部長らと

活発な意見交換
（ホワイトハウスにて）

幼いころからの宇宙への憧れを胸に。
ボールデン・アメリカ航空宇宙局
（ＮＡＳＡ）長官と。

フォーブス・下院軍事委海軍力等小委員長

ローレス・元国防副次官

キャンベル・元国務次官補と再会

ナオ・マツタカ・元ＵＳＴＲ幹部
からはＴＰＰに関する日本の
交渉方法について興味深い
示唆が

メリーランド州
ベセスダにある国
立衛生研究所
（ＮＩＨ）を視察。

ワット副所長代理
と日本版ＮＩＨに
ついて意見交換



アイリーン・ヒラノ女史、グレン・フクシマ氏ら
日系米国人社会の指導者たちと夕食会

ワシントン駐在日系企業代表者らと夕食会。
アベノミクスへの期待、エネルギー革命の行方、
米国での日本の存在感向上など、

大いに盛り上がりました。

日本人初！若田光一さんが国際宇宙ステーション船長に

～ＤＦＤ研究会で激励を行う～

外国政府要人らと会談

マーゴリス・米国国務次官補代理、
オブライエン・アメリカ航空宇宙局（ＮＡＳＡ）国際渉外局長。
ボールデン・ＮＡＳA長官のサイン入りシャツを揚げて
（７月２５日）

スミス・オーストラリア連邦国防大臣と
朝食会（７月５日）

ズムワルト・米国国務次官補代理、
ヘルビー・米国国防次官補代理と
の懇親会

若田光一宇宙飛行士が、日本人初の船長
として六ヶ月間国際宇宙ステーション
（ＩＳＳ）に搭乗することが決まりまし
た。これまでＩＳＳ船長を務めたのは、
米国・ロシアを除けば、ベルギー人とカ
ナダ人が一人づついただけ。若田光一さ
ん個人の資質に加え、日本の宇宙開発の
実績への深い信頼が選任の背景に考えら
れます。

河井克行代議士と同じ昭和３８年生まれの若田さんが初めてスペース
シャトルに搭乗した平成八年に、河井克行代議士は衆議院議員に初当選。
二人は同世代の仲間です。日本人としての誇りを胸に、若田光一船長が宇
宙に出発するのは１１月の予定です。



六度目の沖縄県出張

～「慰霊の日」式典参列、沖縄科学技術大学院大学視察～

６月２３日、河井克行衆議院外務委員長は、
糸満市摩文仁平和祈念公園で行われた「沖縄
全戦没者追悼式」に参列し、国内で唯一、一
般住民を巻き込んだ激しい地上戦が繰り広げ
られ、県民の四人に一人が犠牲となった「沖
縄戦」の犠牲者御霊に哀悼の誠を捧げました。
献花の間、『さとうきび畑』の「ざわわ ざ
わわ ざわわ」の旋律と歌詞がずっと流れて
いたのが印象的でした。

ゆめづくりフォーラムPart２２開催
６月２２日、広島市内のホテルにて、「河井克行を育てる会」と「自民党

広島県第三選挙区支部」の主催により恒例のフォーラムが開かれました。討
論会の議題は安倍政権の外交・安全保障政策と沖縄問題について。率直かつ
示唆に富む議論がなされました。

当代随一の論客たちが集合！

つづいて、恩納村にある沖縄科
学技術大学院大学（ＯＩＳＴ）を
視察。“Best in the World”を
標語に、世界最高水準の科学技術
に関する研究及び教育を行うため
昨年九月に開学した博士課程大学
院大学です。ドーファン理事長、
バックマン副理事長らとの意見交
換を通じて、人類の進歩に貢献す
るＯＩＳＴが沖縄に立地している
意義を河井克行外務委員長はかみ
しめました。

進行は河井克行代議士
が務めました

儀武剛・金武町長（沖縄県北部市町村会長）

塩崎恭久代議士
（元内閣官房長官）

山口敬之・ＴＢＳ外信部デスク


